
成果指標の見直しについて 

１ 成果指標見直しの考え方について 

現計画では、計画の達成度を測るため、基本目標ごとに成果指標を設定しているが、

一部市の取組量を示す指標も含まれている。 

次期計画では、活動指標と成果指標を次のとおり整理する。 

指標種別  説明  

計画の総合的な

成果指標  
計画全体として目指す状態（川越市の障害者施策の満足度） 

成果指標  
事業によって、当事者や市民、地域に生じる変化 

（例）○○の認知度、○○の割合等 

活動指標  
市や関係機関の取組の実施状況や事業量 

（例）実施回数、開催回数、利用者数等 

 

２ 次期計画の成果指標（案）について 

 上記の整理を踏まえ、次期計画では次のとおり成果指標を設定する。 

計画の総合的な成果指標  R7 目標値  方向性  

川越市の障害者施策の満足度(%) 28.1 42.0  
 

No. 成果指標  R7 目標値  方向性  

１-1 市民の障害者差別解消法の認知度(%) 40.0 50.0  

1-２ 
障害のある人が差別や偏見を感じたことがある

割合(%) 
35.3 30.0  

1-3 
災害時に困ることや不安なことが「ない」障害の

ある人の割合  (%) 
24.6 40.0  

1-4 
健康管理や医療について困ったり不便に思うこと

が「ない」障害のある人の割合 (%) 
48.4 60.0  

2-１ 
幼稚園や保育所、学校等に通うにあたって困っ

ていることが「ない」障害のある人の割合(%) 
61.4 70.0  

2-2 
仕事をする上で、困っていることが「ない」障害の

ある人の割合(%) 
43.4 50.0  

2-３ 川越市内企業における障害者雇用率(%) 2.33 2.70  

3-１ 
現在の生活で困っていることや悩んでいること

が「ない」障害のある人の割合(%) 
49.1 60.0  

3-2 施設入所者の地域移行希望割合(%) 8.4 15.0  

3-3 
市内障害福祉サービス事業所等職員の職員が現

在の職場で働き続けたいと思う割合(%) 
79.5 85.0  

3-4 
1 年間で何らかの余暇活動を経験した障害のあ

る人の割合(%) 
83.2 90.0  

3-5 
外出の際に困っていることが「特にない」障害の

ある人の割合(%) 
52.5 60.0  

※事業数に合わせて成果指標の数を調整しています。 
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